
 

 

 

１ 本校の概要 
  本校はふじみ野市西部に位置し、開校７４年を迎えるふじみ野市
内で最も古い歴史のある中学校である。全校生徒数は５８５名、学
級数は１８学級で規模の大きな学校である。学校教育目標「心豊か
でたくましい生徒」のもと「全教職員の叡智と総力を集結した学校
づくり」に邁進している。 

  本校の特徴として学校運営協議会を設置し、保護者・地域・学校
が一体となり共に子供たちを育む、ふじみ野市版コミュニティスク
ールの実現に取り組んでいることが挙げられる。生徒は良き伝統を
受け継ぎ、地域との交流を深めながら、学校生活を送っている。 

２ 令和２・３年度の結果 

中学校２年生→中学校３年生の取組 

（１）学力の伸びから見られる特徴【数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

 ア 少人数指導による個に応じた指導の実施 

 学級を半分に分け、毎時間少人数で授業を行うことで、きめ細やかな指導を実現した。単元ごと

に担当する教員を変えたり、内容によって一斉に授業を行ったりするなど、教員が複数いることを

生かした授業スタイルを確立した。また数学部会を毎週行い、教材理解や授業方法などを話し合う

ことで、質の高い授業の実現に取り組んだ。数学担当が全員で話し合い、授業で使用する教材やテ

スト問題なども生徒の実態に合ったものを作成することができた。 

 イ 数学班による教え合い活動 

 授業では数学的活動を４人班で行うことを１年次から継続して取り組んできた。４人の中で数学

長という役割をつくり、分からない問題は気軽に聞ける雰囲気を醸成した話合い活動を行っている。

話合い活動では、数学長は答えを教えないというルールにしており、どのような説明が分かりやす

いかを考え、自分の理解をさらに深めることができた。その成果として中位層以上の伸びにつなが

っていると考える。 

 ウ ＩＣＴを活用した授業の展開 

 全教室（少人数教室も含め）にスクリーンとプロジェクターが設置してあり、関数や図形、資料

の活用の単元では積極的にデジタル教材を活用してきた。また、１人１台のタブレット端末を使う

ことで、個に応じた学びができた。さらに、画面共有機能を活用し、他の生徒の考え方と交流する

ことができ、多様な考え方を知ることで、学びを深めることにつながった。 
 

ふじみ野市立大井中学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

〇 学力のレベルが県平均に対し、中１、中２、中３と継続して３段階高くなっている。 

〇 すべての学力層で伸びが見られたが、特に中位層から上位層の学力が大幅に伸びている。 
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中学校２年生→中学校３年生の取組 

（１）学力の伸びから見られる特徴【英語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

 ア デジタルコンテンツを活用した学年で統一した授業の実施    
   同一学年を複数の教員で指導する場合、指導法の相違により学習進

度や定着率に差が生じることが懸念される。本校英語科では授業で活

用するデジタルコンテンツや教材教具を英語科教員で共同開発して

いる。開発した教材教具は毎週の教科部会で活用場面等を協議、検討

後に全学級統一した授業を実施することで質の高い授業を実現して

いる。また、英語科職員全体で授業を創り、開発した教材教具を共有

することにより、英語科職員の教材研究・準備の効率化につながり、

働き方改革の一助となっている。 

 イ 主体的・対話的で深い学びを促す言語活動の実施 

   生徒の主体的な学びを促す言語活動実現のため、言語活動時において単なる「情報交換」で終わ

るのではなく、お互いの主張や考えに対して質問や意見交換に取り組んでいる。生徒一人一人がコ

ミュニケーションの質を向上させようとすることで、会話の論理的な構成や、正確で適切な表現が

できるようになり、対話的な学びによる生徒の考えの広がりや深まりが見られるようになった。 

学校全体での取組 

 ア 学力向上のための話合い活動の充実  

   令和２年度の「西部地区学力向上のための授業研究会」では特別活動の授業提供校として、感染

症対策を施しながら、学力向上につなげる効果的な話合い活動の研究に全校で取り組んだ。課題に

対し「合意形成」へと導く指導法について研究を推進し、各教科の指導法の改善を図ることができ

た。 

 イ 生徒の学びを止めないＩＣＴ端末を活用した「個別最適化された学び」の実現 

   ふじみ野市教育委員会の委嘱を受け、「生徒が見通しを立て、ＩＣＴ端末を活用して学習する研

究～ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて～」を研究した。「生徒の学びを止めない」を合言葉に

全職員でデジタルコンテンツ（授業動画・家庭学習課題等）を作成し、臨時休業期間中も学校ホー

ムページから日々配信を行い、生徒の学習に対する不安解消の一助とする等、個別最適化された学

びの実現に向け取り組んだ。 

 ウ 「主体的・対話的で深い学び」を促すソーシャルスキルトレーニングの導入 

   令和２年度から埼玉県教育委員会「生徒指導モデル校」として、生徒同士の望ましい人間関係を

育むため、毎月第２火曜日に「ＴＦＣ（Tuesday Friends Communication）」として全校でソーシ

ャルスキルトレーニングに取り組み、生徒間の望ましい人間関係を育むことができた。 

〇 学力のレベルが県平均に対し、中２では３段階高かったが、中３では４段階高くなっている。 

〇 学力のレベルが県平均より高い学力層でも、さらに学力の伸びが見られている。 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 
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